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文の中に方言が使われているとき、方言
を知っている人しかその意味が伝わらな
いものであるのかどうかを明らかにする。

さきほど述べた結果から考察をしてみる
まず文献からわかるようにすべての方言
を理解することはできず、特に文末の言
葉は理解度が低い。最初にかさぶたの
意味で使われる「つの」という言葉から考
えてみる。出した例文は「転んでしまって、
つのできた」というものであり、誤答で多く
あった「たんこぶ」という解釈もできそうで
ある。「つの」といわれたときに、みんなが
イメージするつのは頭から生えてくるもの
であり、このイメージをもとに転んでできる
ものであり頭にできるものといえば「たんこ
ぶ」を想像するのではないかと考察した。
二つ目に考察する言葉はみなさんにあま
りなじみのない、調子に乗っているという
意味の「いちびる」である。いちびるの誤
答はさまざまであり、この誤答に共通して
いる点については例文の意味としておか
しくないという点である。この二つから皆さ
んは方言を状況や文字から意味を読み
取っているということです。

方言がわからなくても人はある程度の文
とその言葉の関係しているものなどを考
えて、よほど聞いたことのない方言以外
は意味が分かることが判明した。

SNSなどを通して友人に、方言を交えた
例文をいくつか用意し、その方言がどうい
う意味であるかを、選択肢で答えてもら
い、どのようにその方言をとらえているかを
確認する。

結果として分かったことは、一度は聞いた
ことるような、片づけるの意味で使われる
「なおす」や捨てるの意味で使われる「な
げる」の言葉と、実際に聞いたことない人
がほとんどであると思われる、調子に乗っ
ているの意味で使われる「いちびる」やか
さぶたの意味で使われる「つの」などの言
葉を比較したとき、前者のパターンでは
約80％の人が意味が分かるのに対し、
後者のパターンでは約30％の人々が
ちゃんと意味を理解していることが分かっ
た。「つの」の誤答については、（あざ）、
（たんこぶ）、（きず）などかさぶたに
近いニュアンスを持った言葉が多くあった。
「なおす」については片づけるに近いニュ
アンスの言葉が多くあった。
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